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安全データシート 

 
整理番号  No.1075                             作成 2017年09月01日 改訂 2024年04月01日 
                           
1. 化学物質等及び会社情報 
 
製品名  パックテスト 硫酸（高濃度）   型式 WAK-SO4(C) 
 
会社名  株式会社共立理化学研究所 

住  所 〒226-0006 神奈川県横浜市緑区白山1-18-2 ジャーマンインダストリーパーク 
電話番号 045-482-6937 
F A X 045-507-3418 

 担当部署 営業部  
用途と使用上の制限 水質測定用の試薬  
 
2. 危険有害性の要約 
 
【ＧＨＳ分類】 

物理化学的危険性：       すべて区分外または分類できない (GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 

健康有害性： 

 急性毒性(経口)：       区分４         (K-2試薬のみが該当) 

 皮膚腐食性／刺激性：      区分１         (K-2試薬のみが該当) 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性：  区分１         (K-2試薬のみが該当) 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)：    区分１(心血管系、筋肉)    (K-2試薬のみが該当) 

             区分２(神経系)      (K-2試薬のみが該当) 

 上記で記載のない健康有害性の項目は、区分外または分類できない    (GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 

環境有害性：  

 水生環境有害性 短期（急性)：   区分３         (K-1試薬のみが該当) 

 水生環境有害性 長期（慢性）：   区分３         (K-1試薬のみが該当) 

 上記で記載のない環境有害性の項目は、区分外または分類できない    (GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 
 

【ＧＨＳラベル要素】 

   
 

【注意喚起用語】 

危険 
 
【危険有害性情報】 

 飲み込むと有害                (K-2試薬のみが該当) 

 重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷           (K-2試薬のみが該当) 

 重篤な眼の損傷                (K-2試薬のみが該当) 

 心血管系、筋肉の障害              (K-2試薬のみが該当) 

 神経系の障害のおそれ              (K-2試薬のみが該当) 

 水生生物に有害                (K-1試薬のみが該当) 

 長期継続的影響により水生生物に有害         (K-1試薬のみが該当) 
 
【注意書き】 

試薬は子どもの手の届かない、乾暗所（常温）に保管すること。 
使用前に使用法をよく読み、記載以外の使い方をしないこと。 
必要に応じて個人用保護具を使用すること。 
試薬を吸入しないこと。 
汚染された衣類は洗濯すること。 
取扱い前後はよく手を洗うこと。 
環境への放出を避けること。 
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3. 組成、成分情報 
 
単一製品･混合物の区別：混合物 

試薬名 K-1 試薬 K-2 試薬 

化学名 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ 水 
塩化水素 
(塩酸) 

塩化ﾊﾞﾘｳﾑ 
二水和物 

その他* 水 

含有量 0.5 – 0.9 % 99 – 99.9 % 0.1 – 0.5 % 10 – 19 % 10 – 19 % 70 – 79 % 

化学式 KMnO4 H2O HCl BaCl2･2H2O － H2O 

官報公示 
整理番号 

(1)-446 － (1)-215 (1)-79 － － 

CAS No. 7722-64-7 7732-18-5 7647-01-0 10326-27-9 － 7732-18-5 

 
試薬名 K-3 試薬 
化学名 L(+)-ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 
含有量 1 – 4.9 % 90 – 99 % 

化学式 C6H8O6 (C2H4)n 

官報公示 
整理番号 

(5)-62 (6)-1 

CAS No. 50-81-7 9002-88-4 
＊規制物質含まず 

 
4. 応急措置 
 
試薬や測定液が 
眼に入った場合 ： 直ちに流水で15分間以上、よく洗眼する。その後、直ちに眼科医の手当を受ける。 
皮膚に付いた場合： 直ちに多量の水でその部分をよく洗い流す。 
口に入った場合 ： 直ちに多量の水で口の中をよく洗い流す。 

内容物を飲み込んだり、上記の措置後に異常があった場合には、直ちに医師の手当を受ける。 
 
5. 火災時の措置 
 
消火方法   ： 火元への燃焼源を断ち、消火剤を使用して消火する。 
消 火 剤   ： 水(噴霧)、粉末消火薬剤、炭酸ｶﾞｽ、乾燥砂 
 
6. 漏出時の措置 
 
屋外では、試薬や廃液がこぼれないように注意する。 
屋内では、机面・床面等に試薬や廃液がこぼれた場合は直ちに拭き取り、廃棄する。その際、眼や皮膚に触れないよ
うにする。 
濃厚廃液が下水道や河川等の周辺環境に流出しないように注意する。 
 
7. 取扱い及び保管上の注意 
 
取扱い： 試薬は眼や皮膚に触れたり、口に入れたりしないように注意する。特にﾁｭｰﾌﾞ内の粉末試薬は吸い込まない

ように注意する。K-2試薬はpH 2 以下、測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物はpH 3 以下の酸性であるので、眼や皮膚
に触れたり飲み込んだりしないように特に注意する。 
 また、屋外での使用時には、試薬および測定後の廃液、使用済み容器は必ず持ち帰る。 

保管 ： 直射日光を避け、換気のよい乾暗所（常温）に保管する。 
 
8. 暴露防止及び保護措置 
 
管理濃度 (作業環境評価基準) ： 0.2 mg/m3   (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして) 
許容濃度 (日本産業衛生学会) ： 7.5 mg/m3    (塩化水素のみ) 
          0.2 mg/m3    (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ) 
   (ACGIH)    ：  Ceiling  2 ppm (塩化水素のみ) 
          TWA  0.02 mg/m3 (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして、呼吸性画分) 
          TWA  0.1 mg/m3 (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして、吸入性画分) 
          TWA  0.5 mg/m3 (塩化ﾊﾞﾘｳﾑ二水和物のみ、Baとして) 
保 護 具： 保護眼鏡･保護手袋等の使用が望ましい。 
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9. 物理的及び化学的性質 
 
物理的状態 ： K-1 試薬： 液体試薬 4 mL×2 本/ｷｯﾄ  ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     K-2 試薬： 液体試薬 4 mL×1 本/ｷｯﾄ   ﾎﾟﾘﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     K-3 試薬：  粉末入りﾁｭｰﾌﾞ 1.1g × 40 本/ｷｯﾄ 5 本ずつｱﾙﾐﾗﾐﾈｰﾄ包装 
試薬の色  ： K-1 試薬： 濃赤紫色(液体) 
     K-2 試薬：  無色(液体) 
     K-3 試薬： 白色(粉末)、半透明(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾁｭｰﾌﾞ) 

試薬の臭い ： なし 
pH    ： K-1 試薬： 7 
     K-2 試薬：  2 以下 
     K-3 試薬および測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物： 2～3 
 
混合物として融点、沸点、引火点、発火点、爆発限界下限、蒸気圧、密度、比重、溶解性、Pow、動粘性率等のﾃﾞｰﾀ     

なし。 
 
10. 安定性及び反応性 
 
高温、多湿、直射日光下への放置を避ける。 
通常の使用条件では安定であり、特定条件下で生じる危険な反応もなし。 
 
11. 有害性情報 
 
混合物についてのﾃﾞｰﾀはない。個別物質について記す。 
 
K-1試薬： 
過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ： 
 急性毒性(経口)： 区分４ 

ﾗｯﾄのLD50値として、379 mg/kg (NITE初期ﾘｽｸ評価書 (2008))、750 mg/kg (NITE初期ﾘｽｸ評価書 (2008)、
EHC 17 (1981)) との報告に基づき、区分４とした。 

 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 急性毒性(吸入：蒸気)： 分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 皮膚腐食性／刺激性： 区分１ 

 具体的な情報は無いが、本物質は強い腐食性を持つとの記載や、刺激性を持つとの記載がある (HSDB 
(Access on December 2014))。以上、腐食性を持つとの記載から区分１とした。 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分１ 
具体的な情報は無いが、本物質は強い腐食性を持つとの記載や、刺激性を持つとの記載がある (HSDB 
(Access on December 2014))。また、本物質は皮膚腐食性/刺激性の分類で区分１とされている。以上より、
区分１した。 

 生殖細胞変異原性： 区分２ 
 In vivoでは、ﾏｳｽ骨髄細胞の小核試験、染色体異常試験で陽性である(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008)、CICAD 12 
(1999)、PATTY(6th, 2012)、ATSDR(2012))。In vitroでは、哺乳類培養細胞の染色体異常試験で陰性、陽性
の結果がある (NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008)、CICAD 12(1999))。以上より、区分２とした。 

 生殖毒性： 区分２ 
ﾗｯﾄを用いた経口あるいは吸入経路の毒性試験において親動物の一般毒性の記載はないが、精子形成や胎児
に影響がみられている(EHC 17 (1981))。みられた影響について詳細が不明であった。しかし、本物質で
はないが、本物質と同様に水溶性である塩化ﾏﾝｶﾞﾝに関するﾃﾞｰﾀとして、雄ﾏｳｽに塩化ﾏﾝｶﾞﾝを交配前12週間
飲水投与した後無処置の雌と交配した実験では309 mg/kg/day群において雄の授精の阻害がみられ、対照群
の雄と交配した雌では28匹中26匹妊娠したのに対して、塩化ﾏﾝｶﾞﾝ309 mg/kg/day投与群の雄と交配した雌で
は28匹中17匹の妊娠であった(ATSDR (2012)。妊娠ﾗｯﾄを用いた強制経口投与した発生毒性試験において、
母動物毒性の記載はないが最高用量(33 mg ﾏﾝｶﾞﾝ/kg/day)で着床後吸収胚の増加がみられた(ATSDR 
(2012))。妊娠ﾏｳｽを用いた皮下注射での発生毒性試験において、母動物の体重に影響のなかった2 mg/kg/day
群で生後4日目の児の生存率が有意に減少し、開眼や精巣下降までの期間延長もみられたが、生存した児が
成体になった時点では活動性や学習能に低下はみられなかった (産業衛生学会許容濃度の提案理由書
(2014))。したがって、本物質のﾃﾞｰﾀと塩化ﾏﾝｶﾞﾝのﾃﾞｰﾀから総合的に判断し区分２とした。なお、産業衛
生学会では許容濃度の勧告(2014)において、ﾏﾝｶﾞﾝおよびﾏﾝｶﾞﾝ化合物を生殖毒性第2群(暫定)(区分１Ｂ相
当) に分類している。しかし、許容濃度の勧告の分類は暫定期間中であるので採用しなかった。 
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特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分３(気道刺激性) 

本物質のﾋﾄﾃﾞｰﾀは非常に少ない。本物質は気道刺激性との報告(PATTY(6th, 2012))、子供が174 mg/kgを誤
飲した事例で、全身性の影響はみられなかったが、口、食道、胃で刺激性による壊死がみられたとの報告 
(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008)、ATSDR(2012))がある。実験動物のﾃﾞｰﾀはない。なお、本物質のﾃﾞｰﾀではな
いが、ﾏﾝｶﾞﾝﾌｭｰﾑの急性ばく露でﾌｭｰﾑ熱の発症が認められている(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008))。また、ﾏﾝｶﾞ
ﾝ粉塵(特にMnO2とMn3O4)の急性吸入ばく露は肺の炎症反応を引き起こし、時間経過の後、肺の機能障害を
引き起こす。肺の毒性は、気管支炎等の感染性を上昇させ、結果としてﾏﾝｶﾞﾝ肺炎を発症させるとの報告 
(CICAD 12 (1999)) がある。ﾏﾝｶﾞﾝﾋｭｰﾑや粉塵のﾃﾞｰﾀは、本物質との物性の違いから採用しなかった。以上
より、本物質のﾃﾞｰﾀは非常に限られるが、気道刺激性があり、区分３(気道刺激性)とした。旧分類の区分
を変更した。 

特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分１(神経系、呼吸器) 
 肺のうっ血の治療目的でﾖｳ化ｶﾘｳﾑと誤って本物質を低用量(1.8 mg/kg)で数週間経口摂取したﾋﾄにおいて、

脱力感と思考力低下がみられ、4週間で摂取を中断したが、約9ヵ月後にﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病に類似した症状が発現し
た(CICAD 12 (1999)、NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008))との報告があり、代表的なﾏﾝｶﾞﾝ化合物である二酸化ﾏﾝ
ｶﾞﾝと同様、本物質もﾏﾝｶﾞﾝ中毒として神経毒性を生じる症例である。この他、本物質への反復ばく露が明
確である報告はﾋﾄ、実験動物のいずれもなく、吸入ばく露における標的臓器について、直接的な情報はな
いが、二酸化ﾏﾝｶﾞﾝを主体とするﾏﾝｶﾞﾝ化合物では呼吸器障害(咳、気管支炎、肺炎など)を生じることが多
くの報告事例で明らかにされている(ATSDR (2012))。以上より、本物質も二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ (CAS No.: 
1313-13-9) と同様、区分１(神経系、呼吸器)に分類した。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 

水： 
 急性毒性： 経口-ﾗｯﾄ LD50 > 90 mL/kg (ATEmix値算出時は90,000mg/kgとして計算) 
 その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
K-2試薬： 
塩化水素(気体) (水溶液のﾃﾞｰﾀはない)： 
 急性毒性(経口)： 区分３ 

ﾗｯﾄ LD50 = 238～277 mg/kg、700 mg/kg(SIDS(2009))より、危険性の高い方の区分３とした。 
 急性毒性(経皮)： 区分外 
    ｳｻｷﾞ LD50 > 5010 mg/kg(SIDS(2009))に基き区分外とした。 
 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 区分３ 

  ﾗｯﾄ LC50 = 4.2, 4.7, 283 mg/L/60min (4時間換算値：順に、1411, 1579, 95083 ppm)(SIDS(2009))より、危険性
の高い方の区分３とした。 

急性毒性(吸入：粉塵、ﾐｽﾄ)： 区分２ 
 ｴｱｿﾞｰﾙのﾃﾞｰﾀ、ﾗｯﾄ LC50 = 1.68 mg/L/1h(SIDS(2009))。この値の4時間値 0.42 mg/L に基づき区分２とした。 
皮膚腐食性／刺激性： 区分１ 

 ｳｻｷﾞを用いた皮膚刺激性試験で、1～4時間曝露により濃度次第で腐食性が認められていること
(SIDS(2009))、ﾏｳｽあるいはﾗｯﾄに5～30分曝露により刺激性および皮膚の変色を伴う潰瘍が起きていること
(SIDS(2009))、またﾋﾄでも軽度～重度の刺激性、潰瘍や薬傷を起こした報告もある(SIDS(2009))。以上よ
り、本物質は腐食性を有すると考えられるので区分１とした。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分１ 
皮膚腐食性で区分１に分類されている。眼の損傷・刺激性に関してはすべて本物質の水溶液である塩酸曝
露による。ｳｻｷﾞを含め複数の動物試験の結果、眼に対する重度の刺激または損傷性、腐食性を示すとの記
述があり(SIDS(2002))、また、ﾋﾄにおいても永続的な損傷や失明のおそれが記載されている(SIDS(2002))
ので区分１とした。なお、EU分類ではC、R34に分類されている。 

呼吸器感作性： 区分１ 
 日本職業・環境ｱﾚﾙｷﾞｰ学会特設委員会にて作成された職業性ｱﾚﾙｷﾞｰの感作性化学物質の一つとしてﾘｽﾄｱｯﾌﾟ

されているので区分１とした。なお、ﾋﾄで塩化水素を含む清掃剤に曝露後気管支痙攣を起こし、1年後にな
お僅かの刺激により喘息様症状を呈したとの報告がある(ACGIH(2003))。 

皮膚感作性： 区分外 
ﾓﾙﾓｯﾄのMaximization TestおよびﾏｳｽのEar Swelling Testでの陰性結果(SIDS(2009))に加え、50人のﾋﾄに感作誘
導後10～14日に適用した試験において誰も陽性反応を示さなかった報告(SIDS(2009))があり、区分外とし
た。 

生殖細胞変異原性： 分類できない 
 In vivo試験のﾃﾞｰﾀがないため分類できない。なお、Ames試験では陰性、in vitro染色体異常試験では低pHに
起因する偽陽性が得られている(SIDS(2009))。 

発がん性： 区分外 
IARCによるGroup 3 (1992年）、ACGIHによるA4 (2003年)の分類に基づき区分外とした。なお、ﾗｯﾄあるい
はﾏｳｽの発がん性試験では発がん性を示唆する証拠はなく(SIDS(2009))、ﾋﾄの疫学調査でも多くはがん発生
と塩化水素曝露との関係に否定的である(IARC 54 (1992）、PATTY (5th, 2001））。 
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生殖毒性： 分類できない 

  ﾃﾞｰﾀはすべてﾗｯﾄまたはﾏｳｽの妊娠期に投与した試験であり、児動物の発生に及ぼす悪影響は認められてい
ない。しかし、親動物の交配あるいは妊娠前投与による性機能または生殖能に対する影響については不明
であるので、ﾃﾞｰﾀ不足のため「分類できない」とした。 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分１(呼吸器系) 
ﾋﾄで吸入曝露により呼吸困難、喉頭炎、気管支炎、気管支収縮、肺炎などの症状を呈し、上気道の浮腫、
炎症、壊死、肺水腫が報告されている。(DFGOT vol.6 (1994)、PATTY(5th, 2001)、(IARC 54(1992)、
ACGIH(2003))。また、動物試験では粘膜壊死を伴う気管支炎、肺の浮腫、出血、血栓など、肺や気管支に
形態的傷害を伴う毒性影響がｶﾞｲﾀﾞﾝｽ値の区分1の範囲で認められている (ACGIH(2003)、SIDS(2009))。
以上のﾋﾄおよび動物の情報に基づき区分１(呼吸器系)とした。 

 特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分１(歯、呼吸器系) 
ﾋﾄで反復曝露を受け侵食による歯の損傷を訴える報告が複数あり(SIDS(2002)、EHC 21(1982)、DFGOT 
vol.6(1994)、PATTY(5th, 2001))、さらに慢性気管支炎の発生頻度増加も報告されている(DFGOT 
vol.6(1994))。これらの情報に基づき区分１(歯、呼吸器系)とした。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
塩化ﾊﾞﾘｳﾑ二水和物： 
 急性毒性(経口)： 区分３ 

二水和物のﾃﾞｰﾀはない。無水和物のﾃﾞｰﾀは以下のとおり。ﾗｯﾄのLD50値として、118 mg/kg (CICAD 33 (2001)、
EHC 107 (1990))、132 mg/kg (成獣)、220 mg/kg (離乳直後)、269 mg/kg (ATSDR (2007))、419 mg/kg (雄)、
408 mg/kg (雌) (SIDS (2013)) との6件の報告がある。4件が区分3に、2件が区分4に該当するため、分類ｶﾞ
ｲﾀﾞﾝｽに従い、最も多くのﾃﾞｰﾀが該当する区分３とした。 

 急性毒性(経皮)： 区分外 
  二水和物のﾃﾞｰﾀはない。無水和物のﾃﾞｰﾀは以下のとおり。ﾗｯﾄのLD50値として、> 2,000 mg/kg (雄、雌)との

報告(SIDS (2013))に基づき、区分外とした。新たな情報源(SIDS(2013))を追加し、区分を見直した。 
 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 
    GHSの定義における固体である。 
 皮膚腐食性／刺激性： 分類できない 

 ICSC(2002)に「発赤」があることから、皮膚刺激性を有すると考えられるが、詳細不明のため、「分類でき
ない」とした。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 分類できない 
ICSC(2002)に「発赤」があることから、眼刺激性試験を有すると考えられるが、詳細不明のため、「分類で
きない」とした。 

生殖細胞変異原性： 分類できない 
 NTP DB (Access on May 2006)の記述から、経世代変異原性試験なし、生殖細胞/体細胞in vivo変異原性試験
なし、生殖細胞/体細胞in vivo遺伝毒性試験なし、in vitro変異原性試験で複数指標の(強)陽性結果なし、で
あることから「分類できない」とした。 

発がん性： 分類できない 
CICAD 33 (2001)に毒性試験ﾃﾞｰﾀの記載があるが、既存分類がないため、専門家の判断に従い、分類できな
いとした。 

特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分１(心血管系、筋肉)、区分２(神経系)、区分３(気道刺激性) 
ﾋﾄについては、「ﾋﾄではﾊﾞﾘｳﾑ化合物の摂取(事故もしくは故意)は胃腸炎(嘔吐、下痢、腹痛)、低ｶﾘｳﾑ血症、
不整脈および骨格筋麻痺を引き起こす」(CICAD 33(2001))の記述、さらにICSC(J)(1999)に「眼、皮膚、
気道を刺激する。神経系に影響を与えることがある。低ｶﾘｳﾑ血症を起こすことがある。心臓障害、筋肉障
害を生じることがある。死に至ることがある」との記載があることから、気道刺激性を有しかつ神経系、
心血管系、筋肉を標的臓器とすると考えられた。ICSC(J)(1999)のPriorityが2であることから、分類は区分
１(心血管系、筋肉)、区分２(神経系)、区分３(気道刺激性)とした。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 

水：  上記、K-1試薬と同様。 
 
K-3試薬： 
L(+)-ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸： 
 急性毒性(経口)： 区分外 

ﾗｯﾄを用いた急性経口毒性試験のLD50値 11,900 mg/kg より、区分外とした。 
その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 

 
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ： 
 急性毒性： 経口-ﾗｯﾄ LD50 > 7,950 mg/kg (下記、加算式による算出時は7,950 mg/kg として計算) 
 発がん性： IARCのｸﾞﾙｰﾌﾟ３(ﾋﾄに対する発がん性は評価できない。) 
 その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
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以下、混合物としてGHS分類判定について記す。 
［急性毒性(経口)］ 

K-2 試薬： 加算式の適用判定の結果、区分４(警告、飲み込むと有害)に分類される。 
その他の試薬は、加算式の適用判定の結果、区分外である。 

［皮膚腐食性／刺激性］ 
  K-1 試薬： 区分１の含有量が 1%未満である。 ∴ 区分外である。 
  K-2 試薬：  混合物の pH が 2 以下である。 
      ∴ 区分１(危険、重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷)に分類される。 
  K-3 試薬： 含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性］ 

  K-1 試薬： 区分１の含有量が 1%未満である。 ∴ 区分外である。 
  K-2 試薬：  混合物の pH が 2 以下である。  ∴ 区分１(危険、重篤な眼の損傷)に分類される。 
  K-3 試薬： 含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
 ［特定標的臓器毒性(単回暴露)］ 
  K-1 試薬： 区分３(気道刺激性)の含有量が 20%未満である。   ∴ 区分外である。 

K-2 試薬： 区分１(呼吸器系)の含有量が 1%未満、区分１(心血管系、筋肉)が 10%以上、区分２(神経系)が
10%以上、区分３(気道刺激性、麻酔作用)が 20%未満である。 

      ∴ 区分１(危険、心血管系、筋肉の障害)、区分２(警告、神経系の障害のおそれ)に分類される。 
K-3 試薬： 含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 

 
［急性毒性(吸入：ｶﾞｽ）］、［急性毒性(吸入：粉塵、ﾐｽﾄ）］、［急性毒性(経皮)］、［急性毒性(吸入：蒸気)］、 
［呼吸器感作性または皮膚感作性］、［生殖細胞変異原性］、［生殖毒性］、［発がん性］、 
［特定標的臓器毒性(反復暴露)］、［誤えん有害性］： 

以上の項目は、区分外または含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため分類できない。 
 

12. 環境影響情報 
 
混合物についてのﾃﾞｰﾀはない。個別物質について記す。 
 
K-1試薬： 
過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ： 
 水生環境有害性 短期(急性)： 区分１ 
 甲殻類(ﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ科)による96時間LC50=0.185 mg/L (0.0765 mg Mn/L)(環境省ﾘｽｸ評価第6巻, 2008)である

ことから、区分１とした。 
 水生環境有害性 長期(慢性)：区分１ 
 信頼性のある慢性毒性ﾃﾞｰﾀが得られていない。無機化合物につき環境中動態が不明であり、急性毒性区分１で

あることから、区分１とした。 
 ｵｿﾞﾝ層への有害性： 分類できない 
  当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
 
K-2試薬： 
塩化水素(気体)： 

 水生環境有害性 短期(急性)： 区分１ 
   甲殻類(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ)での48時間EC50 = 0.492 mg/L(SIDS, 2005)他であることから、区分１とした。 
 水生環境有害性 長期(慢性)： 区分外 

 水溶液が強酸となることが毒性の要因と考えられるが、環境水中では緩衝作用により毒性影響が緩和されるた

め、区分外とした。 
 ｵｿﾞﾝ層への有害性： 分類できない 
  当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
 
塩化ﾊﾞﾘｳﾑ二水和物： 
 水生環境有害性 短期(急性)： 区分３ 

二水和物のﾃﾞｰﾀはない。無水和物のﾃﾞｰﾀは以下のとおり。甲殻類(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ)の48時間EC50 = 14.5 mg Ba/L (SIDS, 
2008)(塩化ﾊﾞﾘｳﾑ換算濃度：22 mg/L)であることから、区分３とした。 

 
 水生環境有害性 長期(慢性)： 区分３ 

二水和物のﾃﾞｰﾀはない。無水和物のﾃﾞｰﾀは以下のとおり。信頼性のある慢性毒性ﾃﾞｰﾀが得られていない。急速

分解性が不明であり、甲殻類(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ)の48時間EC50 = 14.5 mg Ba/L (SIDS, 2008)(塩化ﾊﾞﾘｳﾑ換算濃度：22 mg/L）
であることから、区分３とした。 

 オゾン層への有害性： 分類できない 
  当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
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K-3試薬： 
L(+)-ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ： 環境影響情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
 
以下、混合物としてGHS分類判定について記す。 
 ［水生環境有害性 短期(急性)］ 

K-1試薬：  区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より、区分３(水生生物に有害)に分類される。 
K-2試薬：  区分１である塩化水素を含有しており、混合物の急性有害性分類では区分３相当であるが、水溶

液が強酸となることが毒性の要因と考えられ、環境水中では緩衝作用により毒性影響が緩和され
る。また、区分３である塩化ﾊﾞﾘｳﾑ二水和物は、混合物の急性有害性分類では区分外に相当する。
∴ 区分外に分類される。 

K-3 試薬： 含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
 ［水生環境有害性 長期(慢性)］ 

K-1試薬： 区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より区分３(長期継続的影響により水生生物に
有害)に分類される。 

K-2試薬：  区分３を含有しているが、混合物の急性有害性分類より区分外に分類される。 
K-3 試薬： 含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 

［ｵｿﾞﾝ層への有害性］ 
各含有成分のいずれもﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため、分類できない。 

 
13. 廃棄上の注意 
 
K-2試薬の残液はpH 2以下、測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物はpH 3以下の酸性である。 
事業活動で使用する場合は、各関係法令に従って適切に廃棄する。  
それ以外の場合は、残余廃棄物や使用済み容器(ｶﾞﾗｽを除く)はそのまま「燃やすｺﾞﾐ」としての廃棄も推奨
する。  
 
14. 輸送上の注意 
 
取扱い及び保管上の注意の項の記載による他、容器が破損しないように乱暴な取扱いを避ける。 
また、長距離の輸送の場合は、長時間の高温状態は試薬の劣化が考えられるため、航空機による輸送が望ましい。 
 
国連番号     3316 
品名      ｹﾐｶﾙｷｯﾄ（化学検査ｷｯﾄ） 
国連分類      ｸﾗｽ9（その他の有害物件） 
容器等級      Ⅱ 
航空法      同上、ただし本製品は少量輸送許容物件に該当する。 
消防法      該当せず。 
製品総重量     約180g/ｷｯﾄ 
 
15. 適用法令 
 
毒物及び劇物取締法  該当せず。 
PRTR法    該当せず。 
労働安全衛生法 

K-1試薬： 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑを0.1%以上1%未満含有し、以下に該当する。 
「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 

K-2試薬： 塩化水素を0.2%以上、塩化ﾊﾞﾘｳﾑ二水和物（ﾊﾞﾘｳﾑ及びその水溶性化合物）を1%以上含有し、以下に 
該当する。 
「法施行令（名称等を表示すべき危険物及び有害物）第18条 第2号」 
「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
 K-2試薬の残液はpH 2以下の酸性であり、同法上の特別管理産業廃棄物に該当する。 

水質汚濁防止法 
K-2試薬の残液はpH  2以下、測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物はpH  3以下の酸性であり、「法施行令第3条第1号   

水素ｲｵﾝ濃度」に該当する。 
下水道法 

K-2試薬の残液はpH  2以下、測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物はpH  3以下の酸性であり、「法施行令第9条第2号   

水素ｲｵﾝ濃度」に該当する。 
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16. その他の情報 
 
引用・参考文献 

15,911の化学商品，化学工業日報社 (2011) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID H26-B-148 / R-133 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ (2014) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID 21B3004 塩化水素 (2009) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID 309 塩化ﾊﾞﾘｳﾑ・二水和物 (2006) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID H26-B-078/R-032 塩化ﾊﾞﾘｳﾑ (2014) 
安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No. W01W0108-0111 JGHEJP，和光純薬工業株式会社 (2016.06.03) 
安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No. W01W0104-1670 JGHEJP，和光純薬工業株式会社 (2015.01.08) 
安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No. W01W0101-0480 JGHEJP，和光純薬工業株式会社 (2013.12.12) 
製品安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No.051110033，東ｿｰ株式会社 (2004.07.09) 
国土交通省航空局監修、航空危険物輸送法令集、鳳文書林出版販売 (2019) 
JIS Z 7252:2019 GHSに基づく化学物質等の分類方法（日本工業標準調査会 審議）  

JIS Z 7253:2019 GHSに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ﾗﾍﾞﾙ，作業場内の表示及び安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ 

（SDS）（日本工業標準調査会 審議）  

GHS国連文書（仮訳 改訂4版）、GHS関係省庁連絡会議 (2011) 
経済産業省, 事業者向けGHS分類ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（平成25年度改訂版）(2013) 

 
 
注)  この情報は、必ずしも充分ではないので、取扱いには注意をお願いします。 

本ﾃﾞｰﾀｼｰﾄは情報を提供するもので記載内容を保証するものではありません。 
新しい知見やそれに伴う従来の考え方の修正等により、記載内容に変更が生ずることがあります。 
なお、注意事項は通常の取扱いを対象としております。 
 
 

更新履歴（2024/04/01以降） 
 
2024/04/01 労働安全衛生法の改正に伴う改訂 


